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はじめに 

ORCA 障害支援区分医師意見書作成（以下、本システムと略す）は、日医標準レセプト ORCA（以下、ORCA 

と略す）のデータを利用し、障害支援区分医師意見書を作成するシステムです。 

ORCA の API を利用していますので、クラウド版 ORCA でも利用可能です。 

本システムは、Windows10 以降のパソコンで運用が可能です。 

 

 

起動と終了 

スタートボタンから、ORCA 障害支援区分医師意見書作成→ORCA 障害支援区分医師意見書作成をクリッ 

クして下さい。 

 

ライセンスの登録 

 本システムは、ライセンス登録を行わないと、一定期間経過後は、使用できなくなります。 

 次の画面が表示されたら、オンライン申請をクリックして下さい。 

 試用する場合は、あとで登録をクリックして業務を開始して下さい。 

 ライセンスを登録する場合は、連絡された内容を入力後、ライセンス登録をクリックして下さい。 

  

 オンライン申請の画面です。インターネット経由で登録画面が表示されます。必要事項を記入して、送信ボ 

タンをクリックして下さい。ライセンス登録のご案内メールをお送りしますので、その内容に従って下さい。 

 

  

 



メイン画面 

 本システムのメイン画面です。終了ボタンをクリックすると業務を終了します。 

 

 

 

初回起動時の ORCA API 設定 

初回起動時または ORCA と接続ができない場合、ORCA の情報を登録する必要があります。 

 メイン画面のツールメニューの ORCA API 設定をクリックします。 

 オンプレ版は、ＩＰアドレス等を指定して下さい。 

ORCA クラウド版は、ホスト名、ポート番号は、ユーザー名は、代理店様から連絡の内容を指定して下さい。

パスワードは、API バスワードです。API 監視間隔に関しては、現在未使用ですが１を指定して下さい。 

 

証明書ファイルと証明書のバスワードを指定し、保存をクリックして下さい。 

 



オプションの設定 

運用を開始する際や設定を変更する場合に、設定を行う必要があります。 

 メイン画面のツールメニューのオプションをクリックします。設定後、保存ボタンをクリックして下さい。 

 

 

 意見書に記載する医療機関情報を指定します。ＯＲＣＡ参照ボタンをクリックすると、ＯＲＣＡから 

 データを取得し、表示します。医師名は 2 人まで指定可能ですので、2 人目は入力して下さい。 

 

 初期表示のプリンタの指定と意見書のチェック欄ｎ印字する文字を指定します。初期値は、「レ」です。 

 

 

意見書の新規作成 

 患者番号を指定し、新規作成ボタンをクリックします。 

  

 

 患者が登録済みの場合は、作成画面に移動します。未登録の番号の場合は、メッセージが表示されます。 

  



 作成画面が表示され、ORCA から取得した情報も表示されています。 

 入力は、この 1 画面で、タブを切り替えて 4 画面切り替えながらデータを入力していきます。 

  

 

 ＜入力に際しての共通事項＞ 

 チェックボックスは、排他処理していませんので、無しにチェックがある場合も、その他項目にチェックも 

可能です。登録前のチェック処理で、確認されメッセージが表示されます。 

 

 日付を指定する場所は、R3/5/1 または 2021/5/1 の形式で指定します。月までの印字の場合、日は 1 で 

 指定して下さい。登録前のチェックで日付形式かを判定し、エラーの場合はメッセージが表示されます。 

 

 傷病名以外の文字入力に関しては、ダブルクリックをすると参照入力画面が表示されますので、前回登録し 

た内容や別患者に入力したデータを利用することが可能です。 

 

 一度にデータを登録しなくても、途中で保存することが可能です。 

 



ORCA 病名参照 

 病名欄の ORCA 参照をクリックすると ORCA のデータを表示します。 

  

 病名を選択して、病名 1 から病名 3 へのボタンをクリックすると、下の編集領域に転記されます。 

 

  

 

 転記決定をクリックすると、作成画面に転記されます。 

 

文書の参照入力 

 病名以外の欄でダブルクリックすると参照入力画面が表示されます。 

  

 

 転記したい文書を選択（クリックして反転）し、選択転記ボタンをクリックして、作成画面に転記し、 

 必要に応じて編集して下さい。 

 

 

 



データの修正・印刷発行・削除 

 データの修正・削除や印刷は、データを検索してから実行します。 

 基本は、患者番号と記入日を指定して検索ボタンをクリックします。 

  

 

 患者番号を指定しないで、記入日の場合は、指定日に作成したデータが表示されます。 

  

 

 検索除外にチェックを付加すると記入日を無効にして検索を行います。 

  

 

 データを検索して表示させてから、修正ボタンや印刷ボタン削除ボタンをクリックします。 

 

 削除するとデータの再登録が必要になりますので、ご注意ください。 

 



発行 

発行するデータを検索後、印刷ボタンをクリックして下さい。プレビューが表示されます。 

 

 

出力するプリンタを切替える場合、上部のプリンタの矢印をクリックしてプリンタの設定を選択します。 

 

プリンタの変更を行って下さい。 

 

 



印刷する場合は、プリンタのマークをクリックして下さい。印刷されます。 

 

 

PDF で作成文書を保存する場合は、フロッピーのマークをクリックして下さい。 

名前を付けて保存の画面が表示されます。 

ファイルの種類の PDF ファイルを確認して、保存する場所を指定して下さい。 

ファイル名は、障害支援区分医師意見書-記入日西暦 8 桁＋患者名.pdf になっています。 

 

 

終了時のバックアップ 

 本システムのデータは１つのファイルに保存されていますので、このファイルをバックアップすることで、 

万一の場合でもデータの復旧処理が可能です。 

 

終了時にメッセージが表示されまので、選択して下さい。データの追加修正を行った場合は、バックアップ 

を行って下さい。 

 

 



 バックアップを行う場合、他のマシンや外付け HD や USB に保存して下さい。 

 バックアップファイルは、先頭に英語の曜日を付加しますので、7 世代で運用しています。 

  

 

 

 

 

エラーに関して 

 本システムは十分なテストを行い出荷しておりますが、エラーが発生する場合があります。 

 万一エラーが発生した場合は、操作内容や表示内容をご連絡下さい。 

 

  



最新バージョンの提供 

 最新のバージョンを確認する場合は、ヘルプメニューのバージョンアップ確認をクリックします。 

  

 最新のバージョンが提供されていない場合は、次の表示があります。 

 

 

 

 最新のバージョンが提供されている場合は、更新確認の画面が表示されますので、必要時は、はいをクリ 

ックします。 

  

 

 

 

 

機能追加等に関して 

 本システムは、パッケージ対応ですので、基本的には個別対応を行ってはおりませんが、内容によっては対 

応する場合もありますので、書面でご連絡下さい。内容を検討してご連絡申し上げます。 

 

 

処理ログに関して 

本システムの処理に関しては、次の場所にログファイルを作成していますので、何か問題がある場合は、 

このファイルをご提出いただくことがあります。 

  

 本システムがインストールされたフォルダー直下に、log\年￥月でフォルダーを作成し、日.csv でカンマ区 

切り形式で処理ログファイルを保存しています。 

 

以下余白 


